


Action１ 本来担うべき業務に専念できる環境の整備

Action２ 部活動指導にかかわる負担の軽減

Action３ 勤務時間を意識した働き方の推進と学校運営体制の充実

Action４ 教育委員会による学校サポート体制の充実



Action１ 本来担うべき業務に専念できる環境の整備

① 働き方改革手引「Ｒｏａｄ」の積極的な活用

② ＩＣＴを積極的に活用した業務等の推進

③ 校務支援システムの整備

④ 地域との協働の推進による学校を応援・支援する体制づくりの推進

※村内小学校・中学校へ主に教員向け指導の一環としてICT教育支
援員の配置を具体検討している。
令和４年度中で試行を実施中、令和５年度配置



Action２ 部活動指導にかかわる負担の軽減

① 部活動休養日等の完全実施

② 複数顧問の効果的な活用

③ 部活動指導員の配置等

④ 学校規模等に応じた部活動数の適正化

※部活動の地域移行については解決すべき諸問題が多く整理しきれて
いない状況。
令和５年度から実施すべき、休日における部活動の地域移行でさえ
方向性が見えていない。

⑤ 部活動の地域への移行や合理的で効果的な部活動の推進



Action３ 勤務時間を意識した働き方の推進と学校運営体制の充実

① 在校等時間の客観的な計測・記録と公表

② ワークライフバランスを意識した働き方の推進

③ 人事評価制度等を活用した意識改革の促進

④ 長期休業期間中における「学校閉庁日」の設定

⑤ 働き方改革に関する研修の実施

⑥ 主幹教諭等の配置の推進等

※村内小学校、中学校において月２回以上の定時退勤日の設定、年２回
以上の時間外勤務等縮減週間の確保

◎成績事務対応週間（小学校/９月中旬/一週間5時間授業）



Action４ 教育委員会による学校サポート体制の充実

① メンタルヘルス対策の推進等

② 勤務時間に関する制度の有効活用

③ 学校行事の精選・見直し

④ 学校が作成する計画等の見直し

⑤ 学校の組織運営に関する見直し

※教職員のメンタルヘルス対策を独自、個別に実施することが難しい部
分が存在していることから、実施できていない。
令和５年度以降については健康診断実施に合わせてメンタルヘルス対
策実施について検討してきたい。


